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．現代社会の課題とその真理
現代社会を象徴する表現に グローバル社会 、 成熟社会 、 定常型社会 そして 成長な



















会が増幅させた 不安 の価値要因である 経済的有用性 の意味を再検討することを主題と
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─現代社会の問題性へのプラグマティズムからの接近─
河 辺 純
してみたい。具体的には、初期プラグマティズムの思想家である ジェイムズの 真理 観
を取り上げ、その特徴と近代的真理観との相違を明確することから始める。そこから、近代以
降の能率的分業で確立された 功利的労働（経済性） 観と、経営実践の現場では 真面目に
行われる仕事 の対極に位置付けられてきた 社交（遊び） 観に焦点をあて考察することに
する ）。










）、そして教育思想などへの応用者である デューイ（ ）を中心とする 世紀末
から 世紀初頭における古典的プラグマティストの時代からそれは始まった。その後、第二次
大戦前後の論理実証主義などの台頭に伴う衰退期を経て、 年代に再生させ 世紀にプラグ
























う本稿のテーマにおいて 真に有用 であると判断する思考そのものを、 際に立たせて 問
い続けることの重要性にも気づかなければならない ）。際に立ち続けるプラグマティズムに









である （ 〔 〕 頁）とされるパースの生み出した プラグマティズ
ム なる哲学に解釈を与え、アメリカ発の新しい哲学を広めたのはジェイムズである。彼が行
なったのは、この哲学を広く展開するために多元的 真理 論によって、パースのプラグマ






















（ 〔 〕 頁）かもしれないような、真理化の過程に常にわれわれの
関心を移行させるということに重きをおく思考なのである。したがって、真理とは完全なるも
のへの到達ではなく、過程であることが強調され、その到達過程とともに真理とは何かが語ら







（ 〔 〕 頁）。
上はジェイムズがエルンスト・マッハ（ ）が何かで引用していた警句を、プ
ラグマティックな真理観を語る際に引き合いに出してきた一節である。人が 富者 （英
）であるということは、 豊かさ （独 英 ）という人間の生活過程を
表す名称の本質的性質のうちの二次的なものに過ぎないはずであった ）。それがいつしか、





こうした事態を乗り越えて、 抽象的 であることと 具体的 であること、 一（統一）
であることと 多（多様、多元的） であること、 客観的 であることと 主観的 であるこ
と、そして 理論的 であることと 実践的 であること、これらの観念を対置させたり、矛
盾させることなく、有機的に連関していることを証明することがプラグマティックな真理化の
過程であり、真理なのである。そして、こうした真理には 満足 （ ）が深く関
わってくるというのがジェイムズの主張でもあった。
経済性 社交 の関係から 経済性 と 社交 の有機的連関
経営学の始まりにおける 経済性 と 社交 の関係
プラグマティズムの真理観の現代的意義を明確にする一つの課題として、ここでは 経済性
（功利的労働） と 社交（遊び） に焦点をあてて考察する。経営学の生成と発展過程は、労
働現場から 社交（遊び） を排除するか否かで、 仕事 の効率性を測ることができるのかが
主要な課題でもあった。したがって、 世紀においてこの両者を二項対立の構図で捉えること
社交 と 経済 の有機的連関
は、疑いを差し挟む余地もない真理であった。そして、この課題を 科学 の問題として真っ
先に取り組んだのが、 テイラー（ ）である。





そもそも当時（ 世紀末頃）の生産現場においては、のちに 組織的怠業 （
）と呼ばれる労働者間での生産制限が蔓延しており、これを克服する策として打ち






も影響し、 人間は合理的経済性に動機付けられる という 経済人 仮説への批判が顕著と
なり、別の思想運動が起こってきたのである。有名なホーソン実験（ 年 年に実施）
を経て、人間同士の非公式な繋がりである 社交 への配慮があってこそ、労働者の意欲を刺
激し生産現場の能率が向上するという、 人間関係論 （ 年代後半）と
いう説がその代表的なものであった。
経済性 と 社交 のあいだー山崎 社交論 から見えてくるものー
経済性（功利的労働） と 社交（遊び） を二項対立の構図で捉えるという思想的な立場
は、多くの領域で 真理 として受容されてきた。また 働く 真面目 に対して 遊ぶ 不
真面目 という構図から、社交を日常生活における余分な行動、すなわち 余暇 として、労
働に対して二次的で付随的な位置付へと退けることにもなった。こうした観念が近代以降に定
着してきたことは、経営学のみならず関連する諸研究から推察することは可能である ）。

































社交 と 経済 の有機的連関









こうした 遊び と 労働 の二項対立的で二者択一的構図から、両者を包摂する人間行動
の原型として 社交 （人間関係）を捉え直すことから、山崎独自の社交論が展開されてい
く。そこで中心となる議論が、 労働と遊び をより一般化して 経済と社交 という視点か
ら、近代以降にはっきりとしてくる両者の対置的理解に、歴史的批判的考察を与えていくこと











の経済 という原理である（山崎〔 〕 頁）。この二つの原理が、時代とともに優
位性を争いながら社会の在り方が決定づけられるのであるが、工業化社会はまさに前者が後者
を征服していく過程であった。そして、成長が極限まで達せられ成熟化社会と称せられる現代




















ただし、齋藤が再構成した 際に立つプラグマティズム の最後の特性である、 テクスト
を読むものが際に立って読む という観点はどうだろうか。 新しい社交への要求は、将来、
消費と生産の明確な区別さえ揺るがせる可能性を含んでいる （山崎〔 〕 頁）と言うよ







給自足生活を 森の生活 ウォールデン （岩波文庫、 年）に記録しているが、この中で
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意を大切な事柄から逸らしてしまうきれいなおもちゃだ （ソロー〔 〕、 頁）と皮肉を言
い、こうした事業を支える技術の進歩を懸念している。ソローのこの著作は 経済 と題する



















科学的知識で再構成された仕事として 課業 を設定した。テイラーは、この 課業 と独自に考案した賃
金システムの実践への採用によって、経済合理性の実現に貢献する 科学的管理法 の基盤を築いた実務家
であり思想家であった。テイラーが組織から徹底して排除しようとした 組織的怠業 は、本稿で議論する





すものではないと述べている（伊藤邦武 プラグマティズム入門 年、筑摩書房、 頁）。
）この世代を担う中心的哲学者の一人であるミサック（ ）は、ローティが軽視したパースの哲学概
念を積極的に再評価し再構成しようと試みている（伊藤、同上書、第三章参照）。
）齋藤はこの 際に立つ という発想を、スタンディッシュ（ ）がウィトゲンシュタインに依拠
して提示した 言語の限界 という思想、ソロー（ ）の つま先立ち 境界に立ち続けるとい
う思想、そしてカベル（ ）の日常言語哲学の言語観、この三人の思想からその着想を得たとしてい







理として、相手を特定しない無差別的な贈与である 純粋贈与 を見ている。この 純粋贈与 を支えてい
るのが 語りえない 無限を語る ネガティブな語り である（今村仁司 社会性の哲学 岩波書店、







（桝田啓三郎訳 プラグマティズム 岩波文庫、 年、 頁。）
）前述したラッセルの誤謬は、ジェイムズが指摘したこの誤解と類似している。
（植木豊編訳 プラグマティズム古
典集成 パース、ジェイムズ、デューイ 作品社、 年、 頁）。
）その代表的なものには ヴェーバー（ ）の プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神
があるが、ヴェーバーは、宗教倫理としての倹約・勤勉の精神が、近代的組織内労働で徹底される過程で、
功利組織における能率へと導かれるという歴史的分析を行った。
）本稿では、近代以降定着した 仕事 と 遊び の二項対立という思考構造に対する山崎の反論とグロー
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